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師範学校編『小皐讃本』における科学教材の分析の試み

一一「科学に関する識字能力Jの観点から一一

大 竹 政 美
(北海道大学教育学部)

1 .課題の設定

1994年，日本のマスコミは一斉に若者の「理科離れ」を取り上げた。「理科離れJに関する論

議は，板倉聖宣「理科離れとオウム真理教の問題J(安斎育郎，滝川洋二，板倉聖宣，山崎孝
『理科離れの真相j(朝日新聞社， 1996年))が言うように， I理科の授業時数が減っているjこ

とだけを問題にする傾向があり， I視野が狭すぎるJ。というのは， I日本の科学教育はもともと
『理科』という教科の中だけで行われてきたわけではない」からである(板倉 1996: 94， 96)。

1886 (明治19)年， I小学校令jに基づく「小学校ノ学科及ビ其ノ程度Jは，それまでの「自

然科学系の教科の内容を改変して『理科』という一つの教科にまとめj，高等小学校で教えるこ

とにした(板倉聖宣『日本理科教育史j(第一法規， 1968年)， p. 164)。ただし，この「理科」と

いう教科は， I物理学・化学・生理学・動植物学・地質鉱物学といった科学の総称」ではなく，

「体系的な科学の論理ときりはなされた自然物・自然現象・人工物に関する個別的な知識を教え

る教科」とされた(板倉 1968・168)。ここで板倉 (1968)が注目していることは，

1886年の「学科及ビ其ノ程度」では， I読書」の中で特に「地理・歴史・理科ノ事項ヲ交へ

タノレ漢字交リ文jを教えることを規定し，実際に文部省みずから理科的事項をかなり盛り

こんだ『尋常小学読本』と『高等小学読本』とを編集出版したことである。 1873(明治6) 

年の師範学校の『小学読本Jを最後として，民間で編集出版された「読本」は科学・技術・
産業に関する事項をほとんど含まなくなっていたのであるが， 1887 (明治20)年に文部省

で編集出版した尋常および高等小学読本では再び科学的な事項が意識的に取り上げられる

ことになったのである。

[板倉 1968: 165J 

「読書Jという教科では「書物を通じて科学を教えるjのに対して， I理科」では「実物を通じ
て科学を教えるj，I実物による実験観察を行なう」ということになった(板倉1968:185-6) 0 r読
書jで科学的な事項が取り上げられる以前の，理科教育というよりはむしろ科学教育では， I直

接実験・観察できない科学の話題」も教えられることになっていた(板倉聖宣『科学と仮説j(季

節社， 1971年)， pp.402-3)。

板倉 (1968)は， I科学教育を『読書』と『実物の実験観察』とに分離したことが科学教育を

破滅させるもとになった」と断じている (p.186)。板倉(1971)の考えでは， I理科のほかに，

特に国語教育が科学教育の重要な一環をなしているj(p.388)o I科学」というものは， Iたくさ

んの人が共同して，いろんな仮説を立てて自然に問いかけ，ただ漫然と自然をながめていたの
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でトは，けっして知りえないような，そういう知識を体系的にっくりあげてきた社会的遺産」で

あるから，

子どもをいくら実物にふれさせたところで，科学を身につけさせることはできません。ど

うしても他人の認識，社会のこれまでの科学の文化遺産といったものをあたえなければい

けないわけです。これをあたえるのは，多くの場合，文章化された表現によらざるをえな

いわけで，その点，国語の教育が重要になってくるわけです。

[板倉 1971: 389J 

というのである。板倉(1971)は， I科学研究の成果を書いた文章を理解する能力を育てるJう

えで「いわゆる理科と国語科との接合点が大事なのだJ(p. 397)として， I直接実験・観察する

ことは困難だが，子どもの自然観・科学観を豊かにするような読み物をどしどし導入するJこ
とを進めている (p.403)。板倉(1996)によれば， I戦後の『国語』の教科書」も「理科的な読

み物Jを取り上げてはいるが， rw国民常識を養うJという視点がなく『説明文の指導』とだけ

考えられている」ため， I思想としての科学の教育，科学的自然観の教育はほとんどなくなって

いる」という (p.100)。

以上のような板倉聖宣の見解に同意したうえで，本稿では，師範学校編『小墜讃本j(1873 (明

治6)年)における科学教材の分析をごく部分的に試みることにする。この課題に，現在もな

お，その形成が「理科と国語科との接合点」で問題となっている「科学研究の成果を書いた文

章を理解する能力J，後述する「科学に関する識字能力Jの観点から，取り組む。
ここで，なぜ，師範学校編『小墜讃本』なのか。明治初年以来の日本の「科学教育の中心テー

マ」は， I科学的な自然観と合理的な精神を養成Jすることであった(板倉 1968・168-9)。師

範学校「小学教則J(1873 (明治6)年)では， I科学教材は『読物』の時聞に取り上げられて

いるJ(板倉 1968: 80)。この「読物Jの教科書である『小墜讃本Jの巻四と巻五・六は「全

文科学教材に当てられている」が，巻四では「究理学 (NaturalPhilosophy) Jが，巻五・六で

は「博物学」が扱われている(板倉 1968: 83)。なお，師範学校編『小墜讃本』として出版さ

れたのは巻四までであって，巻五・六は「田中義廉個人の名で編集されているJ(板倉 1968 : 

84)。

2.科学教材の分析の試み

2.1 分析の枠組み

師範学校編『小墜讃本』における科学教材を分析する際の枠組みとして， J. R. Martin， 

“Chapter 9 Literacy in Science: Learning to Handle Text as Technology ぺinM.A. 
K. Halliday and J. R. Martin， Writing Science，' Liter，αcy and Discursive Power (The 
Falmer Press， 1993)の枠組みを採用することにする。

J. R. Martinのいう「科学に関する識字能力J(Iiteracy in science) とは，科学で「用いら

れている専門的な言語を理解することができる」ことである (Halliday and Martin 1993: 

168)。そのような言語は， I分類し，分解し，説明したり，科学的世界観の基礎を形成する究明

を詳述したりする」のに用いられる。科学が発展させてきた言語使用は， r世界を，常識的にで
はなく，独自に解釈する」ための特別のものである (Hallidayand Martin 1993: 200)。
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「科学に関する識字能力」は， r活動領域(白eld)(構築されている知識)Jの点からも， rジャ
ンル (genre) (この知識を一括するテクスト組織の全体的ノ守ターン)Jの点からも考察すること

ができる(Hallidayand Martin 1993・201)。本節では，これ以降，後者に問題を限定する。

ここで関係のあるジャンルは， r報告 (report) (世界がどんなふうに組織されているか)Jと
「説明(explanation) (世界がなぜそんなふうに組織されているか)Jである。両者の主要な違い

は，前者の焦点が「ものjにあるのに対して，後者の焦点が「過程」にあるということである

(Halliday and Martin 1993: 206)。

報告の主要な機能は， rものについての情報を組織するJことであるが，典型的には， rもの
を分類したり，ものを分解したりする」ことによる(Hallidayand Martin 1993: 187)。報告

は， r特性を列挙したり，習性/機能/用途を概説したりする」こともある (Halliday and 
Martin 1993: 189)。

説明は， r過程を分類する」のに，あるいは， rものを分類するための規準として過程を用い
る」のに，用いられる。説明では，報告と違って， r活動が論理的な継起をなすように紅織され
ているJ(Halliday and Martin 1993: 191)。

2.2 科学教材の分析の事例

ここで分析を試みる科学教材は，師範学校編『小墜讃本』における科学教材で，究理学を扱っ

ている巻四に収められているものの中から選択することとする。引用は，海後宗臣(編)r日本
教科書大系近代編第四巻国語(ー)j(講談社， 1964年)から行う。ただし，これは， r明
治七年八月改正，師範学校編纂文部省刊行和装本四冊を原本としてJいる (p.100)。
巻四の第五に，次の文章(抜粋)がある(海後(編) 1964: 150-1)。
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この文章は， r風ノ起ル所以」を説明したうえで，風の具体例のーっとして， r海漬ノ風」を挙
げたものである。 2.1で述べた分析の枠組みによれば， r説明」のジャンルに属する。
まず， r風ノ起/レ所以」を説明した部分を分析してみよう。この部分は，風が起こるに至る過
程をいくつかの段階に分解することによって，なぜ風が起こるかを説明したものである。それ

らの段階は， r含意の継起J，すなわち， r段階aならば，段階b;段階a，bならば，段階c. 
等々J(Halliday and Martin 1993: 179)を成す。問題になっている段階は，次のようなもの

である。

a 地面[より一般的には，地表面]の隣接した所に温度差が生ずる (r熱地」と「冷地J)。
b. r熱地jにある空気と「冷地jにある空気の聞に温度差が生ずる。
c 熱せられた空気は膨張して， r軽クJ[=密度が低く]なり，浮き上がり[上昇気流]，冷
たい空気は「厚重jである[=密度が高い]ために，落ちてきて[下降気流]，下から流れ

込み，両者は「互ニ交換スノレJ[空気の対流]。

d.地表面では， r冷地」から「熱地」に風が吹く。

次に， r海演ノ風Jに言及した部分を分析してみよう。この部分は， r風ノ起ル所以」を「海
漬ノ風」という具体例に即して述べたものである。ただし， r海演ノ風」が起こるに至る過程の
諸段階のうち，最初のものと最後のものの聞の関係だけを問題にしている。

a:海岸付近では，明け方[夜間]には，地面のほうが海面よりも冷たく，夕方[昼間]に
は，海面のほうが地面よりも冷たい。これは，陸地は，太陽の熱[放射]によって加熱さ

れるのも速し[自己の熱放射によって]冷却するのも速いのに対して，海水は，太陽の熱

[放射]を[陸地よりも大きく]r返照J[=反射]することもあって，加熱されるのも遅く，
冷却するのも遅いことによる。

d:明け方[夜間]には，陸から海に風が吹き[陸風]，夕方[昼間]には，海から陸に風が
吹く[海風]。

3.今後に向けて

本稿では，師範学校編『小撃讃本Jにおける科学教材の分析を，ごく部分的に， r科学に関す
る識字能力Jの観点から，試みた。「科学に関する識字能力」は，報告と説明というこつのジャ
ンルに限定した。しかし，2.2における叙述からも明らかなように，文章の内容に立ち入らず、に，

文章の構成を論ずることは不可能である。

今後は，科学教育で，あるいは，国語教育の科学教育との接点で用いられた読本教科書の分

析を，報告と説明という二つのジャンルのカテゴリーから成る枠組みを洗練しながら，さらに

進めていきたい。とりわけ，説明というカテゴリーに関して， r含意の継起jをどんなふうにモ
デル化するかが大きな問題である。読本教科書の分析を通して，国語教育の中の読み方教育の
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領域において，子どもに科学読み物を読ませ， I科学的な世界像を築き上げる際のテクノロジー

としての言語の機能J(Halliday and Martin 1993: 202)を理解させる可能性を探っていきた
しユ。
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